幕末薩摩藩精忠組の突出脱藩計画にみる忠誠観 by 工藤 憲一郎















































































































































































































意書草案」（史料 1，安政 6年 8月頃作成か），在藩の大久保利通が起草した


























































































































































6年 2月 17 日に謹慎処分を受けている）や「楊明家」（正しくは陽明家。近
衛忠煕を指す），「尾張侯・水戸侯・福井侯・土佐侯」などより前々から知ら
されていたことでもあると言う。そして，「本邦興亡之大機関」である「朝廷」
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